
９
月
４
日
太
陽
が
丘
を
メ
イ
ン
会
場
に

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
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九
月
四
日
水
は
、
京
都
府
総
合
防
災
訓
練
の
日
で
す
。
京
都
府
・
宇
治
市
両
防
災
会
議
で
は
、
こ
の
日
、
太
陽
が
丘
と
宇
治
川
左

岸
河
川
敷
（
伏
見
区
向
島
津
田
町
）
の
二
会
場
で
、
防
災
関
係
機
関
の
従
事
者
や
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
な
ど
の
ほ
か
、
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市
民
の
参
加
會
い
た
だ
い
て
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
災
害
対
策
基
本

法
と
京
都
府
・
宇
治
市
地
域
皆
火

計
画
に
稀
つ
き
、
地
震
災
害
、
火

災
、
水
害
時
の
水
防
活
動
、
初
期

消
火
、
避
難
誘
導
、
医
療
救
護
活

動
、
災
害
復
旧
活
動
に
重
点
を
お

い
た
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
防
災

関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制
を
強

め
、
従
事
者
の
実
務
の
習
熟
を
図

る
と
と
も
に
、
府
民
の
防
災
意
識

衆
局
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

毒
馬

宇治市
防災広報
●発行　宇治市　　●編集　広報課

　
午
前
九
時
五
分
、
府
と
市
の
災

害
対
策
本
部
が
現
地
に
移
設
さ
れ
、

同
日
正
午
ま
で
各
機
関
の
訓
練
か

行
わ
れ
ま
ず
。

宇
治
川
河
川
敷

で
水
防
訓
練

　
午
前
八
時
半
か
ら
十
時
半
ま
で
、

第
二
会
場
（
伏
見
区
向
島
、
宇
治

川
左
岸
河
川
敷
）
で
は
、
淀
川
木

津
川
水
防
事
務
組
合
や
府
土
木
事

務
所
、
市
建
設
班
な
ど
が
、
く
い

打
積
土
俵
エ
な
ど
の
水
防
訓
練
を

行
い
ま
す
。

　
各
機
関
の

　
訓
練
の
あ
ら
ま
し

　
市
で
は
＝
・
災
害
対
策
本
部
（
本

部
長
・
宇
治
市
長
）
を
設
置
し
、

対
策
本
部
各
班
を
非
常
招
集
、
直

ち
に
現
地
へ
の
対
策
本
部
の
切
り

替
え
訓
練
を
行
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
広
報
車
で
訓
練
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
訓
練
に
市
職
員
を

派
璋
ず
る
ほ
か
、
無
線
通
信
に
よ

太
陽
が
丘
で

総
合
防
災
訓
練

　
午
前
九
時
、
市
役
所
と
府
宇
治

地
方
振
興
局
に
そ
れ
ぞ
れ
災
害
対

策
本
部
（
支
部
）
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
同
時
に
広
報
車
に
よ
る
広
報

訓
練
が
開
始
。
京
都
府
警
、
市
消

防
団
、
市
職
員
や
教
員
の
誘
導
で
、

周
辺
住
民
と
小
・
中
学
生
、
幼
稚

園
児
合
わ
せ
て
約
千
五
百
人
に
よ

る
訓
練
会
場
（
太
陽
が
丘
）
へ
の

避
難
訓
練
か
行
わ
れ
康
ｙ
。訓練の想定

　
府
で
は
Ｅ
災
害
対
策
本
部
（
本

部
長
・
京
都
府
知
事
）
を
現
地
に

設
置
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
上
空
か

ら
被
害
状
況
を
視
察
ず
る
ほ
か
、

保
健
所
に
よ
る
救
護
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
警
察
署
で
は
・
・
・
訓
練
会
場
の
警

備
や
周
辺
の
交
通
規
制
を
行
い
、

避
難
訓
練
の
誘
導
に
あ
た
り
毒
了
。

　
ま
た
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
負
傷

者
救
出
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
・
・
・
消
防
無
線
通
信

訓
練
、
ビ
ル
火
災
救
出
訓
練
、
煙

火
災
救
助
訓
練
、
救
急
車
搬
送
訓

練
、
車
両
火
災
消
火
訓
練
な
ど
の

ほ
か
、
起
震
車
体
験
、
一
斉
放
水

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
各
機
関
で
も
、
メ

イ
ン
会
場
（
太
陽
が
丘
）
で
、
地

震
、
火
災
発
生
後
の
応
急
措
置
や

復
旧
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
訓
練
に
参
加
す
る

　
機
関
と
団
体

　
京
都
府
防
災
会
議
関
係
上
京
都

府
、
府
警
本
部
、
伏
見
警
察
署
、

京
都
食
糧
事
務
所
、
京
都
地
方
気

隻
に
、
陸
上
自
衛
隊
第
七
ｔ
Ｅ
通
科

連
隊
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
、
建

設
省
近
畿
地
方
建
設
局
、
日
本
放

送
協
会
京
都
放
送
局
、
株
式
会
社

近
畿
放
送
、
日
本
通
運
株
式
会

社
、
関
西
電
力
株
式
会
社
、
大
阪

ガ
ス
株
式
会
社
。

　
宇
治
市
防
災
会
議
関
係
―
宇
治

市
、
市
消
防
本
部
、
府
宇
治
地
方

振
興
局
、
府
宇
治
土
木
事
務
所
、

宇
治
保
健
所
、
宇
治
久
世
医
師
会
、

宇
治
警
察
署
、
京
都
食
糧
事
務
所

宇
治
支
所
、
近
畿
地
建
淀
川
ダ
ム

総
合
管
理
事
務
所
、
同
淀
川
工
事

事
務
所
、
宇
治
電
報
電
話
局
、
関

電
伏
見
営
業
所
、
淀
川
・
木
津
川

水
防
事
務
組
合
。

　
そ
の
他
＝
市
消
防
団
、
市
内
各

町
内
会
、
婦
人
会
、
笠
取
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
、
襲
昌
暑
会
、
宇
治

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
、
府
危

険
物
安
全
協
会
宇
治
支
部
、
宇
治

自
衛
消
防
隊
連
絡
協
議
会
、
市
公

認
水
道
工
業
協
同
組
合
、
各
事
業

所
、
市
内
各
小
・
中
学
校
、
幼
稚

園
、
一
般
住
民
ほ
か
。

　大型で強い台風が、近畿地方か

ら北陸地方を北上したため、府内

各地で集中的に大雨が降った。こ

のため、淀川（宇治川）では、向

島地点をはじめ各地ですでに警戒

水位を突破し、なお、増水を続け

ている。

　また、９月４日午前９時、宇治

市を中心に、マグニチュード6.5

の地震が発生し、宇治市では、全

市域にわたり震度５を記録、一部

地域では、震度６（烈震）を記録

した。

　淀川（宇治川）堤防は、各所で

亀裂を生じ、一部で浸水がはじま

り、また、人家密築地を中心に火

災が発生、山間部では、地すべり

による災害の発生も心配される状

態となった。

　防災関係機関の懸命の努力によ

り、同日、正午には、防災対策活

動も成功し、被害拡大の恐れも去

った。

491

みんなそろってご参加を

　　京都府総合防災訓練

災害に備えて

とき・ところ昭和60年9月4日南

’市役所企画管理部総務課

電話223140へ



市内地形図　THE

CITY

OF

UJI
　水源を琵琶湖に発し、千古の歴史の光と影をたたえる宇治川。この川は、

過去幾度となく氾濫（はんらん）を繰り返し、郷土に多大な被害をもたら

しています。今日では、天ヶ瀬ダムの完成以後大きな災害は無く、また

河川改修などの治水事業も進行中で、もはや昭和28年（台風13号）のよ

うな深刻な被害の再発する可能性は、極めて少ないと言えます。し

かし、宇治川が市域の中央部を貫流し、両岸に巨椋(おぐら)池干

拓地などの低湿な流域が展開するという地理的な特徴は、決し

て私たちに災害への備えを怠ることのないよう戒めているよ

うです。この覧では、本市が過去に被った大災害は、ほと

んど水害であるという事実から、宇治川を中心とする本

こ

二七

　　　　　　　ンば

……･χ"‘　……

………Ｖレヶ

●
.゛へ……V●"

＼六万J

　ﾊﾞﾍ
＼＼

ヘ

　ヘ

　　／／

　ｆ
　Ｚｙ

. /

;jlへ･･,．

y l

’
八
χ
　
ノ

　
　
、
χ
、
・
・

　
　
　
Ｎ
ｔ
Ｘ
　
ぶ

　
χ
゛
゛
へ
｀
　
Ｎ

．
ｉ
ヽ
’
Ｊ
殤

,い｡｀y｡－

･ ４ ぶ ， I

･ i -

・ I S I M I S

. ● → ･ ～

　 ｙ

ノ

吸

卜

,｡こ｡。

Ｖ　。●，

　　 ･ へ

て

÷
Ｉ
ｉ

. . ふ , j .

　 ♂ . ﾀ

j l . . ゛ ･ ･

Ｔ

J’゛

～■>.

ly.･，‘’

Ｉ
Ｉ

一
　
’
、
ｉ

『
ご
。
・

かふ

･･∩矢，

鰐

　 - ｍ

‘
Ｉ
ｔ
４

ミ ● ● l d ･ W F ● ● . . ● ● I ● ･

-

－‘～χ

I ･ ぷ , ･ － . ･ ● . : I ‘ :

I I ･ - f －

μ

き”二

～
｛
―
｡

；
ふ
八
＼

ｙ

寸

　一一一二乍

Ｉ
Ｉ

j:I

～り

』 | り

4

１

11

針ノ木排水

機場

大
島
排
水
機
場

昭
和
4
4
年
４
月
に
設
置
。
毎
秒
３
立
方
メ
ー
ト
ル
の
ポ
ン
プ
を

２
基
有
し
、
市
北
部
の
洪
水
調
節
を
担
う
。
山
科
川
に
排
水
。

　■所在地…宇治市五ヶ庄針ノ

木原　■概要…昭和51年lO月に

設置。毎秒３立方メートルのポンプを１基有し、市東部（宇

治川右岸）の洪水調整を担う。宇治川に排水。
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　■ 所在地…京都市伏見区

向島下五反田町40 ・ 41番地

■概要…昭和９年７月に設

置。13基(総能力毎秒48.93立方メートル)のポンプを有

し、巨椋(おぐら)池干拓地を中心とする宇治市・久御山

町の広範囲な地域の洪水調節を担う。宇治川に排水。な

お、隣接して久御山排水機場m設省)が、設置されてい

る。
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　■所在地…宇治市槙島

町六石･槙尾山　‐概要

…淀川水系の治水計画を抜本的に改訂するため、昭和39年に

完成。洪水調節、用水補給、発電、水質保全などを目的とす

る、ドーム型アーチ式の特定多目的ダム。総貯水容量２千６

百28万立方メートル、計画最大放流量毎秒840立方メートル。

淀川本川の洪水時に放流量を毎秒160立方メートルに低減。
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災害を未然に防ぐために

　台風、大雨、突風、雷、地震一大自

然のこういった現象は、時によって私た

ちの命や財産を奪い取っていきます。ど

んなに文明が進んでも大昔から繰り返し

続いている自然の猛威をおさえることは

できません。しかし、少なくとも個人の

努力で、身近な範囲の防災は可能なはず

です。それにはまず、正しい知識を持つ

ことが重要です。

　
集
中
豪
雨
や
台
風
が

　
近
付
く
前
に

　
①
家
の
内
外
夕
点
検
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
屋
根
が
傷
ん
で
い
た

り
、
排
水
溝
が
詰
ま
っ
て
い
た
り

品
溺
南
戸
な
ど
は
ク
ギ
付
け
に

　
し
て
板
を
当
て
て
補
強
し
ま
す
。

ご
煙
突
、
看
板
、
塀
な
ど
は
、
頑

　
丈
な
も
の
に
縛
り
つ
け
て
補
強

　
し
毒
了
。

　
②
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や

ひ
下
着
な
ど
着
替
え
を
一
上
一
着
。

Ｉこ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
竹
か
棒
。

つ
救
急
薬
品
。

　
な
お
貴
重
品
や
現
金
は
身
に
つ

け
、
荷
物
は
で
き
る
だ
け
整
理
し

大
切
な
の
は
日
頃
の
備
え

す
る
と
、
少
し
の
雨
や
風
で
も
、

思
わ
ぬ
被
害
を
受
け
ま
ず
。

つ
家
の
周
り
の
排
水
を
艮
く
し
、

　
危
険
な
個
所
は
土
盛
り
な
戸
極

　
し
て
浸
水
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
（
予
備

の
電
池
）
を
用
意
し
て
お
き
ま
す
。

　
③
安
全
な
避
難
場
所
と
避
難
路

を
確
か
め
て
お
く
。

　
④
住
居
付
近
の
地
形
か
ら
み
て
、

ど
の
よ
シ
な
災
害
が
起
こ
る
か
を

知
っ
て
お
く
。
例
え
ば
、
が
け
崩

れ
の
恐
れ
が
あ
る
個
所
で
は
、
次

の
様
な
予
防
措
置
を
と
り
、
隣
近

所
の
人
と
も
災
害
時
の
連
絡
方
法

牽
ま
と
め
て
お
く
。

つ
水
路
の
掃
除
を
し
、
雨
水
が
が

　
け
に
流
れ
な
い
よ
ｙ
つ
に
す
る
。

つ
不
安
定
な
土
壌
を
切
り
取
り
、

　
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
地
肌
を
覆
い
、

　
雨
水
の
浸
透
を
防
ぐ
。

゜
構
造
物
の
異
常
が
あ
れ
ば
、
修

　
理
・
補
強
す
る
。

　
⑤
い
つ
で
も
避
難
の
出
来
る
よ

う
に
、
早
目
に
次
の
も
の
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

つ
飲
料
水
。
大
人
で
一
日
約
ニ
リ

　
ッ
ト
ル
が
目
安
。
赤
ち
ゃ
ん
の

　
い
る
家
庭
で
は
、
粉
ミ
ル
ク
を

　
溶
か
す
水
が
必
要
。

ひ
非
常
食
品
。
せ
め
て
二
上
二
日

　
分
は
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の

　
準
備
を
十
分
に

　
①
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
新

し
い
気
象
情
報
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
す
で
に
他
の
地
域
で
発

生
し
て
い
る
被
害
の
状
況
は
、
自

分
の
所
で
も
、
ど
の
よ
シ
な
被
害

▲昭和28年９月25日の台風13号の被害で宇治

川が決壊。写真は、小倉町西山から望む近鉄

軌道で、中央は小倉駅の被害の状況。この災

害は典型的な雨型台風であった。

が
起
き
る
か
を
知
る
何
よ
り
の
手

掛
か
り
で
す
。
よ
そ
事
に
考
え
ず
、

注
意
か
払
い
、
対
策
を
考
え
ま
し

　
②
大
工
道
具
牽
出
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
③
浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
で

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
家
財
道
具
な
ど
を
台
の
上
や
二

　
階
へ
移
す
。
・

Ｏ
押
し
入
れ
の
下
段
の
も
の
は
、

　
で
き
る
だ
け
上
段
に
移
す
。

つ
が
け
付
近
の
人
は
、
大
雨
が
続

　
く
と
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩

　
れ
の
起
き
る
危
険
が
あ
る
の
で

　
ナ
ガ
注
意
す
る
。

Ｏ
河
川
の
近
ぐ
に
住
ん
で
い
る
人

　
は
、
川
の
水
か
き
に
十
分
注
意

　
す
る
。

雨
の
降
り
方
で
、
雨
量
の
目
安
を
予
想
し
て
、
早
め
に
適
切
な
行
動
を
。

雨
の
降
り
方
で
毎
時
雨
量
を
測
定

１時間の雨量の目安

　　５ミリ～10ミリ

畝･．ふ､1jX

ゝ　　.ヤ／　雨の音がよく

　　　’#　聞こえ、道路

醗．や庭先に水た

ツ:ン　i

'I

il-t:

t>

i

　　10ミリ～20ミリ

地面一面に水　‥‥‥……

たまりができ、:^^　！．

雨の嗇で話し　s.^．

χ’．

声もよく闘服

えない．　　　χ’~､｀

　　20ミリ～30ミリ

＼VいV^

',v･」ノ　　土砂降りで、

i^^　゛ｊ　　道路の側溝の

卜､^　　H　　水があふれ、

迦　川のように流

　．i　　　れる．

　　　30ミリ以上

バヶツをりっ廓^^

くり返したよ　こ　　^

うな激しい降　　｀．-、淡

り方が続く賂

こんな所が危険です

雨が降ったら要注意

　ガ％帽ポ

■危険ながけ

F眉

　20ミリ~30ミリ
迦胆

　30ミリ以上

賂
バケツをひっ

くり返したよ

うな激しい降

り方が続く。

京都地方気象台が発表する注意報と警報

区　分 内　　　　　容

風　雨

注急報
平均風速がおおむね角秒12mを超凡並雨n上の
巾をともない被害が予想される時。

強　風
注意報

平均風速がおおむね毎秒!2mをこえ主として強

風による被害が予想される時。

大　雨
注意報

雨量がおおむね次の基準に達し、主として大雨
による被害が予想される時。
１時間雨量20は上で総雨量50rani;i上に達する

時。

３時間雨量30閤は上で総雨量50irai以上に達する
時,，

24時間m量平tt!i70imi以上､山地150mm以上に達す
る時,，

洪　ホ
注意報

洪水によｎで被害があると予想される場合。

１時間雨量が30fra＼l'i上で総雨量が平地で80i叩.

山地でiOOimiを超えると予怨される場合又は３

時間雨量が50)im以上で総雨量が平地て■80iiim,山

地でlOOramを超えると予想される場合,，

又は24時間雨量が平地でlOOmn.山地で150 を

超えると予想される場合。

雷　雨

注意報
激しい雷雨が起こって蔦雷や、降ひようの恐れ

があると予想される時。

大　雨

警　報

爾量がおおむね次の基準に遥し、主として大雨

によって重大な災害が起こるおそれがあると予

想される時。

１時間雨量40i肌ば上で総雨量iOOnm以上に達す

る時。

３時間ffi]量70iim以上で総雨量lOOran以上に達す

る時。

24時間雨量平地lSOnrn以上山地300加1以上に達す

る時。

洪　水

警　報

洪水によって重大な災害が起こるおそれがある

と予想される場合。

１時間雨量が40(nm以上で総雨量がlOOiimを超え

ると予想される場合。

又は３時間雨量が70mii以上で総雨量がlOOiraiを

超えると予想される場合。

又は24時間雨鬘が平地で150111111.山地で300IMを

超えると予想される場合。

●台風メモ

風速と被害の発生状況

風速10メートル以下……傘が壊れる。

風速i5メートル……とりつけの悪い看

　板やトタン板ガとぶ。

風速?oメートル･･…･子どもは倒れ、大

　人も身体を傾けやっと歩ける。

風速2bメートル……煙突や屋根がわら

　が飛び、アンテナが倒れる。

風速30メートル……雨戸ガはずれ、し

　っかりしない家は倒れる。

風速wメートル……/J＼石が飛び散り、

列車も倒れるほどの強さ。

風速50メートル……普通の木造家屋は

　an.木も根こそぎ倒れる。

- ゝ ・ 吋 － － － ' r 〆 ･ -

※注意報と警報の種類は。上表のほかに風雪・霜・異状乾燥

　などの注意報や暴風雨・大雪警報などがあります。

≒我難

丿無

ゝ　　　●　　　ii ≪　　'/，

＠出水時の避難では、履物は普段履

　きなれた革靴か運動靴にします。
　長靴は水が入ってかえって歩きに

　くいものです。水面下には、危険

　なガラスの破片やガレキなどが山

　積みになっています。踏みつけて

　も、足をある程度保護できる丈夫

　な履物を選びましよう、

゜兄ぷれまに

⑤謁

昏道路が冠水して海のようになって

　いるときには、知らない場所や道

　には決して一人では入り込まない

　ようにしましよう。

　。・ぶ尚古胞閣ﾄ．　使節

ご篠懸
玉
名舘

e先頭に立つ人はlm程度の竹や棒

　言テ

乙ニ

●避難時の服装は、活動しやすいも

　のをキチンと身につけます。下に

　は保温用に毛織物、上にはレイン

　コートなどがよいでしょう。頭も

　ヘルメットや防災スキンで保護し

　ます。なるべく派手な色で目につ

　きやすいものにしましょう。

避
難
時
の
注
意
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